記載例・注意事項

様式３　　　　　　　　　　　　　　収支計画書事業内容を知らない方に説明する資料として、
具体的かつ詳細に記載してください。
様式２と整合する内容で記載してください。
収入
・内訳を空欄としないこと
・事業収益（参加費等）の見込みは必ず記載
・札幌市の他の助成金との併用は不可
・「さぽーとほっと基金助成金」は様式1と一致


	項　　　　　　目
	金　　　　　　額（円）
	内　　　　　　　　　　　　　　訳

	収　　　　　入
	自己資金
	60,000
	会費　2,000円×30人

	
	
	200,000
	事業収益　参加費200円×1,000人

	
	
	
	その他　

	
	さぽーとほっと基金助成金
	【Ａ】1,200,000
	当該事業に対する助成希望額

	
	その他の補助金・助成金
	
	

	
	寄附金・協賛金
	
	

	
	その他
	
	

	
	計
	【Ｂ】1,460,000
	

	支　　　　　出
	助成対象事業費
	報償費
	285,000
	講師謝礼　10,000円×３名×3回
当日スタッフ謝礼　5,000円×13名×3回

	
	
	役務費
	２0,000
	新聞折り込み広告料（近隣など2万戸配布）

	
	
	使用料・賃借料
	66,000
	打ち合わせ会議室使用料　3,000円×2回
会場使用料　20,000円×3回

	
	
	備品費・消耗品費
	24,500
	模造紙（200枚入り）8,500円
マーカー（太字8色セット）1,200円×10
ポストイット（ノート型）400円×10

	
	
	
	75,000
	チラシ印刷（5円×5,000枚）
ポスター印刷（50円×1,000枚）

	
	
	
	110,000
	プロジェクタ―（理由書・見積書別添）

	
	
	旅費
	379,500
	講師3名×3回分（1往復40,000円換算）
スタッフ交通費（1回500円×13名×3回）

	
	
	人件費
	240,000
	常駐スタッフ　１名（960円×6H×2か月）

	
	
	その他
	
	

	
	
	小計
	【Ｃ】1,200,000
	

	
	助成対象外事業費
	飲食費
	210,000
	講師・スタッフへのお茶、お菓子代

	
	
	人件費
	５0,000
	助成上限額超過分の人件費（時間外・休日勤務）

	
	
	小計
	【Ｄ】260,000
	

	
	計
	【Ｅ】1,460,000
	【Ｃ】＋【Ｄ】＝【Ｂ】


支出
・収入合計(Ｂ)＝支出合計(Ｅ)とすること
・【Ａ】の上限額はp4を確認
・【Ｃ】は【Ａ】以上の金額が必要
・内訳を空欄としないこと
・人件費は助成対象額の20％以内


※人件費および備品は、助成対象額の２０％を上限額とします。
※内訳欄には積算の根拠や必要性をわかりやすく記載してください
※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます
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